
九州北部豪雨対応等について（全損扱い・施設間の連携）
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１．被災した農地及び農業用施設の原形等が調査困難な場合の取扱いについて（H29災）

平成29年7月の九州北部豪雨において、農地及び農業用施設の土砂等による埋塞被害が甚大であったことか
ら、災害復旧事業の速やかな処理を図るため、「当該被災農地を原形に復旧することが不適当な場合において被
災した農地の区画を変更して施行する復旧工事」の申請を行う際に、「原形等の調査が困難な場合」には、全損
扱いとして災害復旧事業計画概要書等を作成する旨の通知を発出し、災害査定の効率化を図る措置を講じた。

被災した農地及び農業用施設の原形等が調査不可能な場合

の取扱いについて（通知）（H29.10.30付け事務連絡）

【主な内容】
○災害復旧事業計画概要書等の作成
農地及び農業用施設の被災について、原形等が調査不可能な場合には、全

損扱いとして災害復旧事業計画概要書等を作成。なお、原形等が調査不可能
な場合とは、農地等に土砂が５㎝以上堆積等している場合をいう。
○採択基準（農地の区画の変更）
農地農業用施設災害復旧事業査定要領
第19の１の（２）に基づく申請で、農地の区画の変更が前提。

福岡県における791haの申請面積のうち、同措置を適用した面積が202haとなり、迅速な査定が行われ、年内に
査定が終了した。

査定要領：第19の１の（２）
地すべり、洪水、地震等により、農地及び農業用施設が被災し、流失、崩壊、埋没等

著しく地形、地ぼう等が変化したため、当該施設農地を原形に復旧することが不適当な
場合において被災した農地の区画を変更して施行する復旧工事。この場合、区画変更
に伴う耕地面積の増加は原則として行わないものとする。

※本事務連絡を適用した地域は、土砂等の埋塞による地形の変化や河川の復旧工事
により、現位置での復旧が困難であったことから、査定要領第19の１の（2）による申請と
している。

H29.7 梅雨前線豪雨 福岡県朝倉市

H29.7 梅雨前線豪雨 福岡県朝倉市
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２．北海道における河川・排水路工事と連携した農地復旧工事の事例（H28災）

①河川の掘削土・土砂を活用した農地復旧工事
耕土・基盤土の流失に対し、処理の必要がある河川の土砂や掘削土を基盤土・耕土として活用することで農地

復旧費が軽減された。

河川土砂
(堆積土砂)

農地復旧工事

掘削土
耕土・基盤土の流失

農地河川敷地
用地界

掘削土

河川復旧工事

①イメージ図

②河川復旧工事における農地への仮設盛土
河川復旧工事を先行しなければ農地の復旧が出来ないことから、イメージ図のように農地復旧に係る基盤土を、

河川工事用仮設道路として先行処理することで、農地復旧費が軽減された。

農地復旧工事

① 河川工事用
仮設道路等

③ 客土 ( 掘削土等)

河川復旧工事

② 築堤盛土

河川復旧工事で
仮設として必要な幅

（借地）

用地界
河川敷地 農地②イメージ図
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２．北海道における河川・排水路工事と連携した農地復旧工事の事例（H28災）

③農地と施設の復旧工事の組み合わせ
排水路工事を先行しなければ農地の復旧が出来ないことから、下図のように農地復旧に係る基盤土を、排水路

工事用仮設道路として先行処理することで、農地復旧費が軽減された。

③イメージ図

排水路

畑
排水路ブロックの背面の盛土も含む

畑の復旧は土
工のみを負担

排水路の復旧工事

用地界

① 排水路工事用
仮設道路等

③ 客土 ( 掘削土等)

② 盛土

排水路復旧工事

農地復旧工事

3



平
成

２
８

年
１

２
月

９
日

 

 
帯

広
開

発
建

設
部
 

「
北

海
道

緊
急

治
水

対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
に

つ
い

て
 

～
今

夏
の

一
連

の
台

風
災
害
を
受

け
、
関

係
機

関
が
連
携

し
、

 

ハ
ー

ド
・

ソ
フ

ト
が

一
体

と
な

っ
た

緊
急

的
な
治

水
対

策
を

実
施

し
ま
す
～

   

○
ハ

ー
ド

対
策
と
し
て
は
、
被
災
施
設
の
本
格

的
な

復
旧

と
と

も
に

、
再

度
災
害

防
止

を
目

的
に

、
洪

水
時
の

水
位

を
下
げ

る
た
め
の
河
道
掘
削
等
の
整
備

を
本

年
度
か
ら

平
成

３
１

年
度
を

目
途
に
緊

急
的
、
集

中
的
に
実

施
し

ま
す
。
 

ま
た

、
ハ
ー
ド
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
農

地
の
早
期

復
旧

の
た

め
、
河

道
掘
削
土

を
有

効
活

用
で
き

る
よ

う
に
関
係
機
関
と
調
整
し
ま
す
。
 

○
ソ

フ
ト

対
策
と
し
て
は
、
「
十
勝
川
減
災

対
策

協
議
会

」
に
て

と
り
ま

と
め
る

取
組

方
針

に
基

づ
き
、
減
災

の
た

め
の
取

組
を
北
海
道
・
市
町
村
・
国
等

が
連

携
し
て
推

進
し

ま
す

。
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
紙
を
参
照
願
い
ま
す
。

北
海

道
で
は
８
月
１
７
日
か
ら
３
１
日
ま
で

の
２

週
間
に
３

つ
の

台
風

が
上
陸

、
１

つ
の

台
風

の
接

近
に
よ
り

道
東

を
中
心

に
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
十
勝
管

内
で
は
河

川
の

堤
防

が
決
壊

し
た
こ
と

な
ど

に
よ

り
、
多

く
の

家
屋

流
出
、

農
地
浸
水
、
道
路
冠
水
、
橋
梁
損
傷

な
ど
が
発

生
し

ま
し

た
。
 

帯
広

開
発
建
設
部
で
は
、
大
き
な
被
害
を
受

け
た

河
川
を
中

心
に

、
関
係

機
関
が

連
携
し

て
、
ハ

ー
ド
・
ソ

フ

ト
が

一
体

と
な

っ
た
緊
急
的
な
治
水
対
策
「
北
海

道
緊

急
治

水
対

策
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
実

施
し
ま

す
。

ハ
ー

ド
対

策
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
平
成

３
１

年
度

を
目

途
に

緊
急

的
、

集
中

的
に

進
め

る
と
と

も
に
、

ソ
フ

ト
対

策
に

つ
い
て
は
、
住
民
の
避
難
を
促
す

ソ
フ

ト
対

策
を

関
係

機
関

と
連

携
し

て
実

施
し
ま

す
。

【
問

合
せ
先

】
 
北
海
道
開
発
局
 
帯
広
開
発
建

設
部
 

電
話

(
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾙ
ｲ
ﾝ
)
0
1
5
5
-
2
4
-
4
1
0
5
 

治
水
課
 

課
長
 
 

中
島

な
か
し
ま

 
康や

す

博ひ
ろ

 
（

内
線

2
9
1
）
 

治
水
課
 

課
長
補
佐
 

中
田

な
か

た

 
悌

二
て

い
じ

 
（

内
線

2
9
2
）

【
参
考
：
北
海
道
開
発
局
 
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
資
料
よ
り
抜
粋
】

4



■大きな被害を受けた河川を中心に、関係機関が連携し、ハード・ソフト一体となった緊急的な治水対策を実施。

◆ 北海道では8月17日から31日までの2週間に４つの台風の影響で、道東を中心に記録的な大雨となり、十勝川や常呂
川、空知川などで堤防決壊等により、多くの家屋や農地が浸水し、道路冠水、及び橋梁損傷など、甚大な被害が発生。

観測史上初めて3個の台風が上陸
さらに台風10号の接近で被害発生

石狩川水系空知川
堤防決壊等による氾濫状況

常呂川水系常呂川
堤防越水等による氾濫状況

十勝川水系ペケレベツ川
河岸侵食等による家屋流出状況

＜ハード対策＞

再度災害防止を目的とした改良復旧など、本格的な堤防整備
や河道掘削等を概ね４年間で集中的に実施。
◇実施河川
○国管理河川：十勝川水系十勝川、常呂川水系常呂川、石狩川水系空知川など
○道管理河川：十勝川水系芽室川・ペケレベツ川・パンケ新得川 など
◇事業内容 ・堤防整備 ・河道掘削 ・護岸整備 など
◇実施事業 ・河川災害復旧事業 ・河川災害関連緊急事業

・河川災害復旧等関連緊急事業 など

＜ソフト対策＞
住民の避難を促すソフト対策を関係機関と連携して実施。

◇「減災対策協議会」にて検討された取組方針に基づく減災のための取組を、
北海道・市町村・国等により連携して推進。

○タイムラインの作成・改良の加速化及びこれを活用した訓練の実施
○水位周知河川等への指定及び浸水想定区域図・ハザードマップの公表
を推進
○国管理河川について、洪水情報のプッシュ型配信を推進
○住民参加型の共同点検の推進、水防災に関する啓発活動の強化

■ 一連台風では農業関連の被害が甚大。その影響が全国に波及。農作物と一緒に土壌も流出。
■ 土壌流出対応として、河道の掘削土の活用を調整するなど、農地復旧と連携。

農地復旧との連携

●生産拠点・空間の災害対応力の強化 ●農作物を守り全国の消費者に貢献 ●住民・関係機関一体となって、減災に向けた取り組みを実施

被害の特徴、北海道の特性等を踏まえた対策方針

※１：河川災害復旧事業(災害復旧)：洪水等により被災して施設を原則とした原形に復旧する事業、 ※２：河川災害関連緊急事業(災害関連)：被災施設の原形復旧のみでは効果が限定される場合等において、改良復旧することにより再度災害を防止する事業
※３：河川災害復旧等関連緊急事業(復緊事業)：災害関連事業等による影響が発生する下流区間において緊急的かつ集中的に治水対策を実施する事業

北海道緊急治水対策プロジェクト
～北海道 H28一連台風災害対応の河川整備等～

南富良野町

※１ ※２

※３

常呂川24k

23k

別紙１
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北海道緊急治水対策プロジェクト ハード対策の概要 ＜農地復旧との連携＞

農作物ごと土壌が流出

被災後（防災ヘリ映像）

○ 農業の被害面積は約４万ha（札幌ドーム約７千個分）。被害金額は543億円。（9/27 北海道発表）

○ 農地が浸水することにより、農作物が「収穫できない・収穫が遅れる」などの被害が発生。特に、ばれいしょやスイートコーン、タマネギなどの野菜
類が大きな被害。

○ 浸水したことによる作物や土壌の流出及び上流からの土砂の流入が発生。

日本の「食料庫」である農地の早期復旧のため、河道掘削土を有効活用できるように関係機関と調整。

農作物の多くが流されたばれいしょ畑 タマネギなどの農作物と合わせ、土壌も流出

河道掘削した土砂を、 ダンプトラックへ積み込み、 土砂が流出した農地へ運搬し、 農地の早期復旧に有効活用！

別紙４
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の
被

害
が

あ
っ

た

十
勝

川
流
域

の
農
地
に

対
す

る
災

害
復
旧
支

援
と

し
て

、
昨

年
１

２
月

１
２

日
か
ら
十

勝
川

の
河

道
掘

削
土

の
提

供
を

行
っ

て
き

ま
し

た
が

、
本

年
２

月
２

６
日

ま
で

に
約

１
４

万
ｍ

３

の
運

搬
(
ダ

ン
プ

ト
ラ
ッ

ク
約

２
万

５
千
台
分

)
を

実
施

し
ま

し
た
。

 

【
問
合

せ
先

】
 

○
河
川

掘
削

土
の
運

搬
に
関
す
る

こ
と

国
土
交

通
省
 
北

海
道
開

発
局
 
帯

広
開
発

建
設
部

池
田
河

川
事

務
所
 
副

所
長
 坂

内
 
利

孝
 

 
電
話
 
0
1
5
-5
7
2
-
2
6
6
1
（

代
表
）
 

○
そ
の

他
に

関
す
る

こ
と

国
土
交

通
省
 
北

海
道
開

発
局
 
帯

広
開
発

建
設
部

治
水
課

 
 課

 
長

 米
元
 
光

明
 

 
電
話
 
0
1
5
5
-2
4
-
4
1
0
5
(
内

線
2
9
1)
 

帯
広

開
発
建

設
部
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
k
d
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
o
b
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
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【十勝地方における取組】

○十勝川流域の農地では、平成２８年８月の洪水などによって表土流失などの大きな被害が発生。これら農
地の迅速な災害復旧を図るため、帯広市、清水町、芽室町、十勝総合振興局、関係するＪＡなどとともに、
「平成２８年度大雨災害に係る農地の災害復旧工事と河川工事との十勝地方連絡調整会議」などを開催。

帯広開発建設部では、河川事業による農地の災害復旧支援のため、引き続き１２月１２日から順次河道掘
削土の運搬を行った。

・合計運搬土砂量 １４万ｍ３
(帯広市・芽室町・清水町）
・対象圃場数 ２１戸
・ダンププトラック換算台数
約２万５千台

【運搬置土場所】
清水町
【運搬土砂量】
２万２千ｍ３

【河道掘削箇所】
幕別町明野

【運搬置土場所】

芽室町
【運搬土砂量】
１１万３千ｍ３

【運搬置土場所】

帯広市
【運搬土砂量】

５千ｍ３ 【河道掘削箇所標準断面図】

平水位

ＨＷＬ

十勝川における河道掘削土の運搬について
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【土砂運搬状況】
・運搬車両は日平均で３００台程度。
・冬期の厳しい条件下の作業であったが、関係者の協力により、予定通り運搬を完了。

十勝川における河道掘削土 取り組み内容

復旧前の農地 河川掘削土の搬出

復旧が完了した農地
被災した農地への搬入

【地元農家の声】 （十勝総合振興局からの聞き取り）

・被害を受けた農地面積が大きく、復旧にはかなりの時間がかかると思っていたが、平成３０年に作付けが
出来る目処がつき安心した。
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平

成
２

９
年

８
月

７
日

 

河
川

事
業
に
よ
り
空
知
川
流

域
の

被
災

農
地

の
災

害
復

旧
支

援
を

実
施

し
ま

し
た
 

～
 

約
１
１
６
百
ｍ

３
の

工
事

発
生

土
砂

を
運

搬
 

～
 

 

  北
海

道
に
お

い
て
は
、
昨
年
８
月
１
７
日
か
ら
３

１
日
ま
で

の
２

週
間

に
３
つ

の
台
風
が

上
陸

し
、
ま

た
１
つ
の

台
風

の
接
近

に
よ
り
道
東
を
中
心
に
記
録
的
な
大
雨

と
な
り

ま
し

た
。
 

札
幌

開
発
建

設
部
管
内
で
は
、
空
知
川
（
南
富

良
野

町
字
幾

寅
地

先
）
に

お
い
て

堤
防
決

壊
等

に
よ

り
河
川

が
氾

濫
し

、
市

街
地

や
農
地
が
広
範
囲
に
浸
水
す
る
被

害
が
発
生

し
、
加

え
て

農
地
は

表
土
流

出
な

ど
の

大
き
な

被
害
が

発
生

し
ま
し

た
。
 

こ
の

た
め
札

幌
開
発
建
設
部
で
は
、
空
知
川
の

災
害

復
旧
工

事
を

実
施

す
る
と

と
も
に
、
被

災
し

た
南

富
良
野
町

の
農

地
の

迅
速

な
復
旧
を

支
援

す
る
た

め
、
工

事
発

生
土

砂
の

提
供

に
つ

い
て

上
川

総
合

振
興

局
と

調
整

を
行
い

、

災
害

復
旧

工
事

で
発
生
し
た

土
砂
約
１
１
６
百
ｍ

３
分

(
ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

約
２

２
０

０
台

分
)
に

つ
い

て
、

平
成
２

９
年

７
月
７

日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の
期
間
、
提

供
し
、
運

搬
を

完
了

し
ま
し

た
の
で
お

知
ら

せ
し

ま
す
。
 

札
幌

開
発
建

設
部
で
は
今
後
も
「
北
海
道
緊
急
治
水

対
策
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
の
一

環
と
し

て
引

き
続

き
関
係

機
関

と
調

整
を
図

り
、
被
災
農
地
の
早
期
復
旧
を
支
援

し
ま
す
。

 

※
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
詳
細
は
、
以
下
の
UR
L
 
か
ら

御
参
照
く

だ
さ

い
。

「
北

海
道
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

h
t
t
p
s
:
/
/
ww
w
.
h
k
d.
m
l
i
t
.g
o
.
j
p
/
k
y
/
re
l
e
a
s
e/
u
d
4
9
g7
0
0
0
0
0
0
x
h
76
-
a
t
t
/0
9
_
t
i
su
i
p
j
.
p
d
f 

札
幌

開
発

建
設
部

で
は

、
昨

年
８
月

の
一

連
の
台

風
災

害
の
影

響
に

よ
り
表

土
流

出
等
の

被
害

が
あ

っ
た

空
知

川
流

域
（
南

富
良

野
町
）

の
農

地
に
、

今
年

度
、
空

知
川

の
災
害

復
旧

工
事
で

発
生

し
た
土

砂
の
提
供

を
行

っ
て
き
ま

し
た
が
、

８
月
３

日
ま
で

に
予
定
し

て
い
た

約
１
１

６
百
ｍ

３
分

(
ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ
ク
約
２
２
０
０
台
分
)
の
運
搬
を
実
施

し
ま
し
た
。

【
問

合
せ
先

】
 

国
土
交
通
省
 
北
海
道
開
発

局
 
札
幌

開
発

建
設

部
 

○
河

川
掘
削

土
の
運
搬
に
関
す
る
こ
と

空
知

川
河
川
事
務
所
 
副
所
長
 
野
嶽
 

秀
夫
（

電
話
番
号

 
0
1
2
4
-
24
-
4
1
1
1 

代
表
）

○
そ

の
他
に

関
す
る
こ
と

河
川

工
事
課

課
 
長
 

田
倉
 

利
浩
（

電
話
番
号

 
0
1
1
-
6
11
-
0
3
3
9
 
ダ

イ
ヤ
ル

イ
ン

）
 

札
幌

開
発
建

設
部
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
k
d
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
s
p
/
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【工事土砂発生箇所】

南富良野町字幾寅

空知川における工事発生土砂の運搬について

【運搬置土場所】

南富良野町字幾寅

11



空知川における工事発生土砂の運搬について

【土砂運搬状況】

【土砂積込状況】

【土砂積卸し状況】
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